
 

 

 CFI ニュースレター C2023-11 「⾨は開かれている」 

[今⽉の聖書] 
「起きよ､光を放て､あなたの光が臨み､主の栄光があなたの上にのぼったから。…………私は怒りをもってあなたを打っ
たけれども、また恵みをもってあなたをあわれんだからである。あなたの⾨は常に開いて、昼も夜も閉ざす事は無い。こ
れは、⼈々が国々の宝をあなたに携えて来､その王たちを率いて来るためである。」(イザヤ 60: 1.10.11) 
「⾒よ､私は⼾の外に⽴って、叩いている。誰でも私の声を聞いて⼾を開けるなら、私はその中に⼊って、彼と⾷を共に
し、彼もまた私と⾷を共にするであろう。」(ヨハネ黙⽰録 3: 20) 
「私はあなたのわざを知っている。⾒よ､私はあなたの前に、だれも閉じることのできない⾨を開いておいた。なぜな
ら、あなたには少ししか⼒がなかったにもかかわらず、私の⾔葉を守り、私の名を否まなかったからである。」(ヨハネ黙
⽰録 3: 8) 
そこでイエスはまた⾔われた、「よくよくあなた⽅に⾔っておく。私は⽺の⾨である。私よりも前に来た⼈は、皆盗⼈で
あり、強盗である。⽺は彼らに従わなかった。私は⾨である。私を通ってはいるものは救われ、また出⼊りし、牧草にあ
りつくであろう。」(ヨハネ 10: 7-9) 
「都は、⽇や⽉がそれを照らす必要がない。神の栄光が都を明るくし、⼩⽺が都の明かりだからである。都の⾨は、終
⽇、閉ざされる事はない。そこには夜がないからである。」(ヨハネ黙⽰録 21: 23.25) 
 

お元気でお過ごしでしょうか。秋が深まって参りました。クリスマスのキャロルの声が聞こえますね。今⽉は「⾨は開
かれている」と題して､神の希望の約束について、イザヤ書 60 章から学びましょう。2023 年は 1 ⽉からイザヤ書をテキ
ストとして学んで参りました。 イザヤ書の特徴的な⾔葉のひとつは「⾨」です。 
 バビロンの⾨は鉄製で固く閉じられていました。いかなる敵もその⾨を破ることができませんでした。しかし、ペルシ
ャの王クロスが来たときには、もはやその扉は開かれて､争うことなく⼊城したのです。それがイスラエルの 70 年の捕
虜⽣活の解放の⽇となりました。解放された⼈々は、祖国に帰り､エルサレムの再建に尽くしましたが、⾒える現実は厳
しかったに違いありません。しかし預⾔者イザヤは神の⾔葉をもって「その⾨は開かれている」と語ったのです。それは
もはやイスラエルの城⾨ではなく、⼈類全ての⼈に与えられた救いと祝福の開⾨です。 
 さて､現在の私たちの社会は閉塞感に満ちています。逃げ道のないような、どうにもならない現実の前に⽴たされてい
ます。しかし信仰の⽬をもって開かれた⾨を⾒出したいと思います。不信仰は、私たちの⼼をネガティブにします。「⾒
よ､私は⼾の外に⽴って叩いている」(ヨハネの黙⽰録 3: 20)と､イエス・キリストが私たちの⼼の扉を叩いている姿が描
き出されています。⾃分で⼼を閉ざして鍵を開けないのです。しかし今⽇聖書は⼼の扉を開きなさいと励まします。 
 ⼈⽣にはたくさんの扉があります。そして天国に⾏くまでにはいくつもの⾨があるのでしょう。開かれたら進もうと思
っても開かれないものです。信じて叩く時､開かれるのです。まさに毎⽇私たちが⼤きなビルや銀⾏に⾏く時、⼊り⼝で
経験していることです。近づけば開きます。信仰は⾃動扉のようですね。昼も夜も、閉ざされることのない栄光の⾨を⼊
って、神様の恵みをたくさん受け取りたいと思います。祝福を祈っております。 
 
 
(お知らせ) 
＊9 ⽉ 18 ⽇(⽉)⼤阪クリスチャンセンターにおける「喜びの歌を共に⼤阪集会」においては､⾼らかな賛美が捧げられま
した。⻑時間の録⾳なので特別編集版ですが､CD､DVD を発⾏致します。是⾮その感動を味わってみてください。 
(CD 2000 円､ＤVＤ4000 円) 
＊12 ⽉ 5 ⽇ 19︓00「メリークリスマス 2023」を中⽬⿊の GＴホールで致します。座席数が限られておりますが､ぜひ
おいでください。(⼊場券 1000 円､席上献⾦あり) 



 


